
 

 
2024年度検討テーマ 

「安全で効果的な投薬プロセス」 

投薬は複雑なプロセスから構成

されているため、診療上のエラ

ーが発生しやすい。 

各施設における投薬プロセスを

共有することで、自施設の安全

向上に役立てていただくことを

目的として活動した。 
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活動報告／成果物等 

セミナーの実施 
・第 1回セミナー 

8月 17日開催（グループワーク形式、オンライン） 

＞開催報告 

・第 2回セミナー 

12月 4日開催（シンポジウム形式、オンライン） 

＞開催報告 ／ アーカイブ配信 

 
総括 

院内で報告されるインシデントを事象別に分類した場合、多くの施設

で薬剤関連インシデントが最も多いのではないでしょうか。したがっ

て、認定病院における患者安全を考える上で、薬剤関連インシデントの

低減は非常に重要であると考えます。 
特に、投薬プロセスは医師の処方、薬剤師による処方監査や調剤、看

護師による指示受けや与薬など、多職種による複雑なプロセスから構成

されています。このため、コミュニケーションエラーや誤認が生じやす

く、結果としてさまざまなインシデントが発生する可能性があります。 
そこで、薬剤安全部会では 2022 年度より「安全で効果的な投薬プロセ

ス」をテーマに掲げ、アンケートやセミナーを通じて継続的に検討を行

っています。 
本年度は投薬プロセスの中で、「手術室における薬剤の安全管理」と

「検査処置部門における薬剤の準備・調製」という、薬剤師の関与が薄

くなりやすい業務工程に焦点を絞って検討しました。8 月 17 日に実施し

たオンライングループワークには、認定病院から 26 名が参加し、活発な

グループ討議が行われました。多職種かつ初対面の参加者が、ウェブの

バリアを越えて効率よく討議を行い、素晴らしい成果を発表しました。 

また、12 月 4 日に行ったオンラインウェブセミナーでは、教育講演や

認定病院からの取り組み事例の発表があり、聴講した 185 名から多くの

質問や意見が寄せられ、盛況に終わりました。 

薬剤安全部会では、これらのセミナーに参加できなかった方々にも部

会活動を確認していただけるよう、PSP のウェブページでセミナーの見

逃し配信を行っています。また、会員病院のご協力で収集した資料も公

開しており、皆様の施設でも参考にしていただけるものと考えています

ので、ぜひご確認ください。 
      （部会長・川井 信孝） 

https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/seminar_report/18774
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/seminar_report/24516
https://www.psp-jq.jcqhc.or.jp/post/video/24517
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